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紙は投入口の中央にまっすぐ投入してください。斜めに投入すると紙づまりの原因と
なり破損の恐れがありますので十分に気をつけてください。

操作方法/紙の場合 操作方法/CD・カードの場合

1

操作スイッチを「細断」にしてください。細断可能状態になります。 操作スイッチを「細断」にしてください。細断可能状態になります。2

細断終了後、操作スイッチを「停止」にしてください。4

3 紙を投入口の中央にまっすぐ投入してください。自動的に細断を開始し、細断が終わ
ると自動停止します。

1

2

紙は投入口の中央にあるオートスタートセンサーが作動するように投入してくだ
さい。センサーが作動しないとシュレッダは作動しません。

操作スイッチを「細断」にした際に、細断部が2～3秒間自動的に作動する場合が
ありますが故障ではありません。

細断使用時間は5分以下を目安でお使いください。（7ページ【モーター保護機能について】参照）

細断中はダストボックスをシュレッダ本体から外さないでください。

細断枚数は必ず3枚 以下でお使いください。一度にこれ以上投入すると機械に無理が
かかり故障の原因になります。

※

※A4上質紙 64g/㎡

分別ケースが空であることを確認してからケースをきちんとセットしてください。3

細断終了後、操作スイッチを「停止」にしてください。5

4 CDを投入口の中央にまっすぐ投入してください。自動的に細断を開始し、細断が終
わると自動停止します。カードの場合は、下図のように斜めに投入してください。

CD・カードは投入口の中央にあるオートスタートセンサーが作動するように投入
してください。センサーが作動しないとシュレッダは作動しません。

分別ケースに細断くずが残っている場合は、ケースの細断くずを捨てて空にして
ください。

細断使用時間は5分以下を目安でお使いください。（7ページ【モーター保護機能について】参照）
連続細断はCD・カード3～4枚以下を目安でお使いください。

細断中はダストボックスをシュレッダ本体から外さないでください。

細断枚数は必ず1枚でお使いください。一度にこれ以上投入すると機械に無理がかか
り故障の原因になります。

CDは投入口の中央にまっすぐ投入してください。斜めに投入するとつまったりCDの破片が飛
び散る場合があり危険です。本体の破損の恐れもありますので十分に気をつけてください。

連続細断はCD・カード3～4枚までです。
さらに細断を続けられる場合は、一度分別ケース
の細断くずを空にしてからご使用ください。
分別ケースには細断くずをためないでください。
CD・カードがつまり自動停止できなくなったり、
ダストボックスが引き出せなくなる場合があります。

紙とCD・カードを同時に投入しないでください。故障の原因になります。 紙とCD・カードを同時に投入しないでください。故障の原因になります。

操作スイッチが「停止」になっていることを確認してから、電源プラグをコンセント
に差し込んでください。

操作スイッチが「停止」になっていることを確認してから、電源プラグをコンセント
に差し込んでください。

※カードの場合

※CDの場合

操作スイッチを「細断」にした際に、細断部が2～3秒間自動的に作動する場合が
ありますが故障ではありません。

オートスタート
センサーオートスタート

センサー
停止 細断逆転 正転
電源オフ

3枚まで
コピー用紙程度の厚さ

定格時間 約5分
連続使用時間

休止時間　約60分

細断物は投入口の中央に投入
してください。

細断物は投入口の中央に投入
してください。

CD・カードの連続細断枚数
は2～3枚までです。それ以
上連続で細断する場合は、
分別ケースの細断くずを処
分してから行ってください。　

CD・カード細断時の注意

1枚まで

1枚までカードは斜め
向きで投入
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停止 細断逆転 正転
電源オフ

3枚まで
コピー用紙程度の厚さ

定格時間 約5分
連続使用時間

休止時間　約60分

細断物は投入口の中央に投入
してください。

細断物は投入口の中央に投入
してください。

CD・カードの連続細断枚数
は2～3枚までです。それ以
上連続で細断する場合は、
分別ケースの細断くずを処
分してから行ってください。　

CD・カード細断時の注意

1枚まで

1枚までカードは斜め
向きで投入






